
　町内の集積所より収集される家庭系可燃ごみの組成調査を毎年行っています。
　これは各家庭から可燃ごみとして出されているものの中に、どのようなものが入っているかを確認し、実態を
把握するために行っています。

ごみ質組成分析調査結果

　今回の組成調査では河和学区は紙・布類、プラスチック類、
厨芥類（生ごみ）の順で多くなりました。紙・布類の内訳は「布
類」が約７割と大半を占め、可燃ごみ全体の37.00%となりま
した。奥田地区は紙・布類が大半を占め、プラスチック類が次
いで多くなりました。紙・布類の内訳では河和地区同様に「布
類」が最も多くなりました。布類は、分別収集に資源として出
せるので、資源化にご協力ください。（分別収集の日程等は下
の表を参照ください。）
　また、両地区とも割合の多いプラスチック類のほとんどが
プラスチック製容器包装でした。このように、資源ごみとして
出していただけるものが可燃ごみとして多く出されています。
資源化にご協力いただき、可燃ごみを減らしましょう。
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分類
紙・布類
　　段ボール
　　新聞
　　雑誌
　　牛乳パック
　　雑紙
　　布類
プラスチック類
　　
　　
木・竹類
厨芥類（ちゅうかいるい）
不燃物類
その他
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・東部地区：毎月第2・第4火曜日 　・西部地区：毎月第2・第4木曜日
・美浜緑苑地区：毎月第4木曜日
※当日の午前7時から８時までに最寄りの分別収集会場に出してください。

会場は２か所、毎月第２土曜日に実施
・東部地区：保健センター前駐車場　・西部地区：奥田公民館駐車場
※当日の午前8時から10時までに出してください。

地区の分別収集

土曜エコステーション

実施日：令和６年３月
採取場所：河和地区・奥田地区 （%）

プラスチック製容器包装以外

プラスチック製容器包装

可燃ごみは減量、
ミックスペーパーと
プラスチック製容器
包装は増量
を目指しましょう！

令和５年度のごみ排出量を報告

令和5年度：3,525,210㎏（1人あたり約170.0㎏）
令和4年度：3,649,340㎏（1人あたり約173.9㎏）

●可燃ごみ排出量

【可燃ごみ量の目標（１人あたり約155.0㎏）を達成するには】
現在の排出量から１人１日あたり約41.1gの減量が必要となります。
すぐには難しい目標ですので、できることからコツコツと進めていきましょう。

令和5年度：192,260㎏（1人あたり約9.3㎏）
令和4年度：222,460㎏（1人あたり約10.6㎏）

●ミックスペーパー収集量

【資源化の目標（1人1日あたり約32.8ｇ）を達成するには】
現在の収集量から1人1日あたり約7.4gの資源化量増加を目指しましょう。

令和5年度：163,250㎏（1人あたり約7.9㎏）
令和4年度：178,910㎏（1人あたり約8.5㎏）

●プラスチック製容器包装収集量

【資源化の目標（1人1日あたり約27.0g）を達成するには】
現在の収集量から1人1日あたり約5.4gの資源化量増加を目指しましょう。

令和8年度までの目標：年間の可燃ごみ排出量3,214,000㎏

令和８年度までの目標：年間248,000㎏の資源化　→　達成率77.5%

令和8年度までの目標：年間204,000㎏の資源化　→　達成率80.0%

前年比
124,130㎏　減少

前年比
30,200㎏　減少

前年比
15,660㎏　減少

bad

bad

good!

●重さの目安（参考）
1円玉：1.0ｇ
5円玉：3.75g
10円玉：4.5g
50円玉：4.0ｇ
100円玉：4.8ｇ
500円玉：7.0g
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